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おける理解度（1 年次の 6 月保育所実習終了段階）と本学における一通りすべての実習を終え
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そこで、方法として平成 20 年 3 月 28 日付け「厚生労働省雇用均等・児童家庭局長通知 保
－ 151 －
育所保育指針等の施行等について」によって改定され平成 21 年 4 月 1 日より施行される改定
保育所保育指針について、改定のおおまかな方向性をまとめた上で、第二章「子どもの発達」
に示された発達過程の記述について、それがおおむね何歳何か月の発達に相当するかについて
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(1)おおむね 6 ヶ月未満(2)おおむね 6 ヶ月から 1 歳 3 か月未満(3)おおむね 1 歳 3 か月から 2 歳





小テストの設問の配点を各 1 点で、8 点満点で採点した。1 年生と 2 年生のそれぞれの結果
について合計点の平均点を求めて比較した。その結果、1 年生における鈴鹿市公立保育所実習
（週１回で 6 週間で 6 回）を終了した段階での平均点が、4.04 点であった。2 年生におけるす
べての実習を終了した段階（鈴鹿市公立保育所 10 日間、施設実習 9 日間、民間保育園 2 週間、
幼稚園 4 週間）での平均点が 4.54 点であった。得点差は 0.5 点である。この結果から、実習経
験を積むことにより、一応は発達理論の理解が若干は深まったということができる。しかしな
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最も正答率が高いのは、1 年、2 年ともに「おおむね 6 か月未満」についてである。次に正答
率が高いのは、1 年、2 年ともに「おおむね 6 か月から 1 歳 3 か月未満」である。3 番目に正
答率が高いのは、1 年、2 年ともに「おおむね 1 歳 3 か月から 2 歳未満」である。この結果か
ら分かるのは、2 歳未満までの発達理論については実習経験の多少に関わらずよく把握されて
いるということである。
次に、正答率の低いものをみていこう。1 年生で最も正答率が低かったのが「おおむね 2 歳」
についてである。以下「おおむね 5 歳」「おおむね 3 歳」「おおむね 4 歳」「おおむね 6 歳」と
続く。要するに 2 歳未満についてはよく把握できているが、2 歳以上についてはあやふや、あ
るいはごっちゃになっており、区別がついていないことがわかる。
＜表１＞
設問番号と月齢・年齢 1 年生の正答率 2 年生の正答率
ア）おおむね 5 歳 ３０．８％ ５１．４％
イ）おおむね 6 か月から 1 歳 3 か月未満 ７７．０％ ７８．４％
ウ）おおむね 4 歳 ３５．６％ ２９．８％
エ）おおむね 6 歳 ３６．５％ ４０．５％
オ）おおむね 1 歳 3 か月から 2 歳未満 ６９．２％ ６４．９％
カ）おおむね 3 歳 ３４．６％ ４８．６％
キ）おおむね 2 歳 ２５．０％ ５１．４％
ク）おおむね 6 か月未満 ９６．２％ ９１．９％
2 年生では、「おおむね 4 歳」の正答率が最も低い。以下「おおむね 6 歳」「おおむね 3 歳」






1 年、2 年ともに区別のできにくかった 2 歳から 6 歳の発達理論に関する記述に関して
現行保育所保育指針の第６章から第 10 章と、改定保育所保育指針の第 2 章の２の(四)から(八)
とを比較し、大綱化に関わって、発達理論の理解を困難にさせている記述の変更があるのかど
うかを検討した。
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厚生労働省、全国保育士養成協議会後援、2008 年 3 月 28 日、「保育 21 世紀セミナー2008」
で配布）。
２）『保育所保育指針』（幼児保育研究会編『最新保育資料集 2006』2006 年、ミネルヴァ書房
より）
－ 157 －
